
動物由来薬剤耐性菌モニタリング（JVARM）
参照：http://www.maff.go.jp/nval/yakuzai/yakuzai_p3.html

食用動物における抗菌剤販売量、指標菌、食品媒介性病原細菌及び動物病原細菌
の薬剤耐性調査を行い、動物用抗菌剤の有効性を確認するとともに、人医療への影響
を考慮した薬剤耐性に関するリスク評価・リスク管理の基礎資料を提供する。

・健康家畜及び病患畜由来細菌の各種薬剤
に対する耐性の程度と割合。
・動物用抗菌剤の使用量（販売量から推計）。

対象項目

農林水産省

対象施設

・家畜農場
(1)健康家畜のサンプリングはと畜場で実施
(2)病患畜のサンプリングは農場（家畜保健衛生所）
で実施

・動物用医薬品製造販売業者

参加施設

都道府県の家畜保健衛生所・と畜場

概要

抗菌剤使用量の
調査

野外流行株の
薬剤耐性調査

動物用医薬品
製造販売業者

病患畜 健康家畜

食品媒介性
病原菌・指
標菌の薬剤
耐性調査

＊水産動物および伴侶動物の調査を追加予定
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・菌分離・同定
（大腸菌、カンピロバクター、腸球菌、鶏由来サルモネラ）
・薬剤感受性試験（微量液体希釈法）

事業の
委託

報告

結果公表

JVARMの健康家畜の薬剤耐性菌のモニタリング体制(1)
（H28；と畜場におけるモニタリング）

と畜場（牛、豚、鶏）

・菌株の保存
・分子疫学等の調査等

菌株・データ 精度管理

リスク評価のための
基礎資料として提出

必要に応じ行政措置

受託検査機関

動物医薬品検査所
（独）農林水産消費安全技術センター

農林水産省消費・安全局 食品安全委員会



農場（牛、豚、鶏）

報告

・研修会の開催
・菌株の保存
・分子疫学等の調査等
・薬剤感受性試験
（微量液体希釈法）

・菌分離・同定

（病原性大腸菌、黄色ブドウ球菌、牛・豚由来サルモネラ、
豚丹毒菌、アクチノバシラス・プルロニューモニエ他）
・薬剤感受性試験（ディスク法）

結果公表

JVARMの病患畜の薬剤耐性菌のモニタリング体制(2)
（H28;農場におけるモニタリング）

リスク評価のための基
礎資料として提出

必要に応じ行政措置

動物医薬品検査所

農林水産省消費・安全局 食品安全委員会

都道府県の家畜保健衛生所
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菌株・データ 研修会
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国内の動物における抗菌性物質の販売量（純末換算）国内の動物における抗菌性物質の販売量（純末換算）

ポリエーテル系

動物用
医薬品
1,059 t

飼料添加物
233 t 226 t

753 t

合計 1,292 t

合計 979 t

2001年 2014年 143 t 
( 飼料添加物の63%) 

ポリエーテル系
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